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○読書会

○自主サークルのおはなし会

○と　き　３月26日（土）　14：00～ 14：30
○ところ　神埼市中央公民館　２階和室

３月

と　き

と　き

グループ名

サークル名

書　名 著者名 と　こ　ろ

と　こ　ろ

問い合わせ先

問い合わせ先

神埼市立図書館
千代田分館

10：30～11：00

おはなしケムケム

9：30
 ～11：30

山王会

新樹会

若菜会

花の回廊

地上の星

宮本　輝

神埼市中央公民館

JA西郷支所

神埼市中央公民館
2階　和室キラ☆キラくらぶ

３月14日（月）

３月10日（木）

11：00～11：30

開　☎090－7534－0310

佐藤　☎44－2925

杉山
☎ 53－4664

境
☎ 52－9934
古賀
☎ 44－2849

東島
☎ 53－1047

9：30
 ～11：30

13：30
 ～15：30 よしのこ会 千代田町福祉センター

城原公民館１日(火）

11日（金）

16日（水）

18日（金）

今月のおすすめの本

　脊振2000年館にあ
る脊振分館は、一般
図書室と児童室の２部
屋があります。静かな
中に木のぬくもりが感じ
られる部屋は読書や学
習には最適です。
　蔵書は約5000冊あり、新刊書等もそろえています。希望すれ
ば神埼市立図書館、千代田分館からも読みたい本の取り寄せ
ができます。春は桜街道を通って自然がいっぱいの脊振分館へ
お出かけください。

 「親子読書のすすめ」
川本　裕子/著
日経BPマーケティング

　読む、考える、聞く、伝える力
の基礎をつくる子どもと一緒に
読みたい絵本・児童書150冊を
紹介。ぜひ本選びの参考にどう
ぞ。

「子育てのツボ」
水谷　修/著　日本評論社

　日本中の数多くの子どもたち
と、体当たりで生きてきた夜回り
先生だからこそ書ける、素敵な
親子になれる本。ぜひ子育てに
役立ててください。

「帰ってきた“はやぶさ”」
今泉　耕介/作　ハート出版

　小惑星の物質を持ち帰ると
いう世界初の壮大なおつかい
を果たして戻ってきた小型探査
衛星「はやぶさ」が、打ち上げら
れてから帰ってくるまでを描い
たドキュメント。

名　称

神埼市立図書館 火曜日、祝日

土、日曜日、祝日

日曜日、祝日

神埼市立図書館
千代田分館

神埼市立図書館
　☎53－2325

千代田分館
　☎44－2731

脊振分館
　☎59－2048　

9：00
～ 18：00

神埼市立図書館
脊振分館
※図書館のホームページ　http://library.kanzaki.ed.jp/

開館時間 休館日 問い合わせ先

MOTO SHOP
★ 中古バイクの販売・修理・引取り
★ 自転車のパンク修理・タイヤ交換
★ その他いろいろご相談下さい！

佐賀銀行神埼支店より南へ15m（京華園横）
Tel.52－2077　携帯090－2507－9970

輪 屋輪 屋輪 屋
り　ん　　　　　　　や

図書館紹介③ 図書館紹介③

◇◆図書館からのお知らせ◆◇
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OBUKEN君

◆
市
指
定 
重
要
文
化
財（
古
文
書
）

　
「
櫛
田
宮
古
文
書
」

　
「
仁
比
山
神
社
古
文
書
」

　
　
　

(

昭
和
48
年
２
月
１
日
指
定)

　

神
埼
町
の
櫛
田
宮
と
仁
比
山
神

社
に
は
多
く
の
古
文
書
が
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
櫛
田
宮
古
文
書
」
は
、
平
安
時

代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
合
計

31
通
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、
最
も
古

い
「
一
院
御
領
神
埼
御
庄
庁
定
」
は

大
治
元
年
（
一
一
二
六
）
の
も
の
で

す
。
こ
れ
は
櫛
田
宮
大
宮
司
職
の
補

任
状
で
、
神
埼
郡
内
の
主
な
末
社

を
あ
げ
て
い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
で
は
、

鎮
西
探
題
北
条
英
時
の
花
押
の
あ

る
「
御
教
書
」
及
び
「
下
知
状
」
な

ど
が
あ
り
、
中
世
初
期
に
お
い
て
在

ふ
る
さ
と
の
文
化
財
33

▲櫛田宮古文書「鎮西下状」

▲仁比山神社古文書「少弐政資安堵書下」

地
武
士
階
層
に
よ
る
荘
園
や
社
寺
へ

の
侵
略
の
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

南
北
朝
期
で
は
、
九
州
を
三
分
し
て

の
戦
乱
の
世
を
反
映
し
て
南
朝
年
号

と
北
朝
年
号
の
も
の
が
あ
り
、
そ
の

よ
う
な
混
乱
の
中
で
の
社
寺
や
武
士

の
去
就
向
背
の
様
子
が
う
か
が
え
ま

す
。
江
戸
時
代
の
も
の
は
数
多
く
あ

り
ま
す
が
、
初
期
の
も
の
で
あ
る

「
櫛
田
社
由
緒
書
」
に
は
、
現
在
神

埼
町
二
丁
目
に
保
管
さ
れ
て
い
る
薬

師
如
来
像
が
櫛
田
宮
内
の
本
地
堂

（
現
在
の
祇
園
社
）
に
祀
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
仁
比
山
神
社
古
文
書
」
は
、
鎌

倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の

21
通
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、
最
も
古

い
「
鎮
西
召
文
御
教
書
」
は
正
和
二

年
（
一
三
一
三
）
の
も
の
で
鎮
西

探
題
北
条
政
顕
か
ら
の
召
状
と
し
て

出
さ
れ
た
御
教
書
で
す
。
こ
れ
ら
の

古
文
書
は
他
の
社
寺
の
古
文
書
と

同
様
に
領
地
や
所
領
に
関
係
す
る
も

の
が
多
く
、
他
に
条
里
制
の
呼
称
や

武
士
・
領
主
な
ど
の
様
子
が
う
か
が

え
ま
す
。
ま
た
、
仁
比
山
神
社
は
江

戸
時
代
藩
主
の
厚
い
信
仰
を
受
け
、

社
殿
の
造
営
や
社
領
に
つ
い
て
多
く

の
寄
進
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
古
文
書
は
、
神
社
の
歴

史
だ
け
で
は
な
く
神
埼
の
歴
史
を
知

る
上
で
重
要
な
資
料
で
す
。

　

今
回
で
「
ふ
る
さ
と
の
文
化
財
」

の
連
載
は
終
了
し
ま
す
。
長
い
間
の

ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

輪 屋


